
団体名： 刈谷商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 105.5 ％） （達成度 104.0 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 133.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 122.4 ％） （達成度 108.3 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 140.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 125.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 258.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 179.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 262.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続きビジ
ネスチャンス創造な
どを目的に、商談
会事業を行う。

目標
数値

8
実績
数値

21
目標
数値

指標

地域商談会とｱﾗｲｱﾝｽ･ﾊﾟｰ
ﾄﾅｰ発掘市を開催し、ﾋﾞｼﾞﾈ
ｽﾁｬﾝｽの創造及び有益な
情報交換に貢献できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商談会事業 ビジネスマッチング事業を実施
し、企業交流の場の提供、ビジ
ネスチャンスの創造等を行う。

三河・知多地域商談会参加企
業数　１２社
アライアンス・パートナー参加
企業数　９社
（参加企業合計数：延２１社）

管内中小・小規
模事業者等

指標
参加企業合計数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き創
業希望者の創業支
援を目的に、創業
人材育成事業を行
う。

目標
数値

10
実績
数値

10
目標
数値

指標

今年度も、愛知県信用保証
協会、刈谷市等との共催に
より開催し、受講生の満足
度も高く大変有意義な事業
となった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域産業活性化事
業（創業人材育成
事業）

創業予定者等に対して支援事
業を実施し、新規開業の促進
等を図ることによって、地域経
済の活性化に寄与する。

創業支援セミナー開催
（２回　参加人数１０名）

創業希望者等

指標
参加人数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き市
街地の賑わい創出
を目的に、街づくり
事業を行う。

目標
数値

34
実績
数値

61
目標
数値

指標

「かりや商人大学」と専門性
の高いシリーズ化した「かり
や商人大学大学院」は、受
講者からの評判も大変よ
く、中心市街地の賑わい創
出に寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

街づくり事業 広域的な交流拠点都市という
位置づけを特性として捉え、商
業等の活性など、地域生活者
の観点に立ち、誰もがいきいき
する生活空間づくりを行う。

・中心市街地活性化委員会（１
回）・都心交流エリアワーク
ショップ（１１回）・福祉交流エリ
アワークショップ（10回）・かりや
商人大学　２１回・かりや商人大
学大学院　８講座（延１８回）
（合計開催回数６１回）

管内中小・小規
模事業者等

指標
開催回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き参
加者の販売促進な
どを目的に、商店
街振興事業を行う。

目標
数値

50
実績
数値

129
目標
数値

指標

刈谷市や刈谷市商店街連盟
と連携して、「刈谷ベストセレ
クション事業」経営課題伴走
型支援の実施と「秋の大感謝
祭２０１７」の実施により参加
店の経営課題解決、販売促
進や個人消費の拡大に大き
く貢献した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

商店街振興事業 刈谷市・刈谷市商店街連盟と
の連携を軸に、経営課題解決
伴走型支援「刈谷ベストセレク
ション事業」や「秋の大感謝祭２
０１７」を展開し、「個人消費の
拡大」及び「販売促進」に結び
つく事業を展開する。

・刈谷市商店街連盟の理事会
に出席し、組織力をもった指導
をする。・刈谷ベストセレクショ
ン参加事業　２５店
・秋の大感謝祭２０１７事業１０４
店
（参加店舗合計：１２９店）

管内中小・小規
模事業者等

指標
参加店舗合計

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き社
会貢献活動を目的
に、地域産業祭事
業を行う。

目標
数値

20,000
実績
数値

25,000
目標
数値

来場者数（刈谷市発表）
指標

今年度も社会貢献活動の
一環として防犯意識を高め
てもらうための「侵入盗防止
ウェットティッシュ」の無料配
布や、石巻・熊本復興支
援、マイナンバー・年金相
談会を行った。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

地域産業祭事業 刈谷市とともに「刈谷産業まつ
り」を開催し、地域の経済活動
を促進して地域産業のＰＲの機
会とするとともに、地域の総合
的な振興を図る。

刈谷産業まつり１１月４～５日
出展社数：５７社
来場者数：25,000名
・事業運営に関する会議、支援
・参加事業所の支援
・年金・マイナンバー制度相談

碧海地域の中
小・小規模企業

者等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き青
年部・女性会の自
己研鑚・地域貢献
を目的に、若手後
継者等育成事業を
行う。目標

数値
20

実績
数値

28
目標
数値

指標

青年部・女性会：自己研
鑽・相互啓発活動を通じて
知識・知恵を習得し、地域
経済に寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

若手後継者等育成
事業

若手経営者及び後継者（青年
部）女性経営者（女性会）等の
自己研鑽、啓蒙活動を通じて
資質向上を図り、企業及び地
域社会の発展を図る。

・定期総会
・合同公開講演会
・理事会等
（実施事業合計数：２８回）

管内中小・小規
模事業者等を
中心とする青年
部員・女性会会

員

指標
実施事業合計数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き小
規模事業者の体質
強化を目的に、講
習会事業を行う。

目標
数値

125
実績
数値

153
目標
数値

626

指標
個別指導延参加者数 刈谷モノづくり大学事業と

消費税軽減税率対策事業
と連携し、企業の経営体質
強化に資する講習会を積
極的に開催した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
678

講習会事業 地域中小・小規模企業者等に
とって必要な知識の普及や啓
発並びに技術の習得、時事的
な問題への啓蒙を図ることを目
的に行う。

講習会開催回数及び参加者数
・集団指導４０回１５３名
・個別指導３５回６７８名
　計　７５回         ８３１名 小規模事業者

指標
集団指導延参加者数

今後も引き続き新
規青色申告者など
の自主記帳能力養
成を目的に、記帳
継続指導を行う。

目標
数値

30
実績
数値

40
目標
数値

実績
数値

新規青色申告者などに対
して、記帳から決算および
申告までを指導することに
より、自主記帳能力の養成
に寄与できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳継続指導 記帳から決算及び申告まで一
切の実務について、継続的に
分かりやすく指導する記帳継
続指導を実施する。

・指導対象者数４０件
・指導延回数　３７０回
・指導延日数 ２０８日

管内小規模事
業者

指標
指導事業所件数

指標

目標
数値

1,020
実績
数値

1,076
目標
数値

50

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き小
規模事業者の経営
改善を目的に、巡
回・窓口指導を行
う。

巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者に対して、巡回
相談指導や窓口相談指導を通
して、経営改善普及事業を効
果的かつ円滑に実施する。

・巡回窓口指導延件数1,076件
・課題解決提案件数       ５２件

小規模事業者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数 巡回・窓口指導において小

規模事業者の抱える課題
に対して、補助金や融資等
の活用により提案をし、経
営改善の手助けができた。

実績
数値

52

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 刈谷商工会議所

得られた効果 備考

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 1050.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 190.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 122.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 121.5 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 166.7 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 105.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 193.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 156.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き祭り
による地域活性化
を目的に、地域振
興祭事業を行う。

目標
数値

100,000
実績
数値

156,000
目標
数値

指標

今年度も、災害や緊急時に
働く車両の展示のほか石
巻・熊本応援フェアを実施
し、祭りによる地域活性化
に加え市民の防災の意識
付けをすることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興祭事業 刈谷わんさか祭りにおいて会
場内で協賛企業の名前を披露
されることは広告効果も大であ
り、地域活性化に寄与する。

左記を内容とした刈谷わんさか
祭りの開催
　（来場者数156,000人）

わんさか祭り
（花火大会）協
賛企業並びに
市内飲食業者

等

指標
来場者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き企
業の経営課題解決
提案を目的に、新
開発マネジメント事
業を行う。

目標
数値

30
実績
数値

58
目標
数値

指標

「刈谷モノづくり大学」では
専門家を直接事業所へ派
遣し、問題を洗い出し、解
決策を提示することで経営
問題の改善に資することが
できた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

人材育成事業
（新開発マネジメン
ト事業）

モノづくり企業の自助努力等を
支援するために、様々な分野
の専門家による実務的な講習
会の開催や企業訪問指導等の
実施により、経営支援体制を強
化する。

「刈谷モノづくり大学」として左
記事業を展開しするとともに、
今年度は刈谷モノづくり大学大
学院MBAを新設し、各企業の
従業員教育等の支援を実施す
る。（参加事業所数：５８社）

管内中小・小規
模事業者等

指標
参加事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き企
業の体質改善、従
業員等の労働条件
等の向上を目的
に、産業団体等指
導事業を行う。目標

数値
290

実績
数値

305
目標
数値

指標

時勢に合った講習会を積
極的に開催することにより、
会員企業の体質改善、従
業員等の労働条件等の向
上に寄与した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

産業団体等指導事
業

（一社）刈谷労働基準協会刈谷
支部では、労働条件の改善等
の向上に寄与する事業を行うこ
とにより、小規模企業者等の産
業の健全な発展等に寄与す
る。

刈谷労働基準協会の事業運営
のサポート
（構成員事業所数：３０５事業
所）

小規模事業者
を始めとする団
体の会員

指標
構成員事業所数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き正し
い税知識等の普及
を目的に、税務関
係団体指導事業を
行う。

目標
数値

15
実績
数値

25
目標
数値

指標

中小・小規模事業者への
正しい税知識等の普及、電
子申告の普及拡大に役
立った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務関係団体指導
事業

中小・小規模企業者等の経営
者等に、税知識等の普及と正
しい税の理解者・協力者の拡
大に寄与する。

刈谷青色申告会、刈谷青色申
告会連合会、（公社）刈谷法人
会、（公社）刈谷法人会刈谷支
部等総会・役員会等への出席
（事業実施回数：２５回）

管内中小・小規
模事業者等

指標
事業実施回数合計

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き企
業の労働保険の事
務処理軽減目的
に、労働保険事業
を行う。

目標
数値

135
実績
数値

164
目標
数値

指導事業所件数（事務組合
数）

指標

中小・小規模企業者の事
務処理の軽減を図り、労働
力の安定的確保並びに労
働条件の向上を図ることが
できた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

労働保険事業 中小・小規模企業者の事務処
理の負担を軽減し、労働保険
の適正な加入促進及び労働保
険料の適正な徴収を図る。

・労働保険事務組合業務全般
（指導事業所件数：１６４件）
・労働保険事務組合連合会等
会議・研修会等に参加 管内中小・小規

模事業者等

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き経
営者及び従業員等
に対する福利厚生
に資する目的に、
福利厚生事業を行
う。目標

数値
760

実績
数値

741
目標
数値

指標

企業の経営者及び従業員
等に対する福利厚生として
各種共済制度への加入に
より、経営と雇用の安定を
図った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

福利厚生事業 経営と雇用の持続的な安定を
図るため、各種共済制度の普
及拡大を行い、企業の健全な
育成に資する。

・共済事務処理、共済推進会
議への出席、巡回指導・窓口
指導等による普及拡大
（共済制度加入事業所数：７４１
事業所）
・健康診断実施

管内中小・小規
模事業者等

指標
共済制度加入事業所数(ﾌﾟﾚﾐｱﾑ共済)

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き経
営向上などを目的
に、部会・委員会事
業を行う。新規に経
営発達支援事業評
価委員会を開催す
る。

目標
数値

40
実績
数値

49
目標
数値

指標

部会事業では、各部会が
独自の研修会等を開催し、
経営向上に資する活動が
できた。委員会事業では各
委員から意見を頂き、事業
展開に生かすことができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事業 部会事業は適切な改善発達を
図るための様々な事業を展開
する。委員会事業は意見集約
や政策提言等を行い、地域経
済社会の振興に資する事業を
展開する。

・工業第一・二部会、商業第一・二
部会、サービス第一・二部会の事
業（計４２回）・部会親睦ソフトボー
ル大会（１回）・部会長会議（１回）・
運営委員会、中心市街地活性化
委員会、中小企業活性化委員会
の開催（計５回）
（合計４９回）

管内中小・小規
模事業者等

指標
開催回数合計

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き企
業の青年部・女性
会の会員相互の親
睦などを目的に、
青年部・女性会事
業を行う。目標

数値
10

実績
数値

19
目標
数値

指標

経営者自身の自己研鑽や
会員相互の親睦の場として
有意義な活動を行い、地域
社会への貢献や地域経済
に発展に寄与した。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

青年部・女性会事
業

会員相互の親睦を図ることによ
り、組織の強化育成をすること
で地域社会の発展と社会に奉
仕することを目的とした活動を
展開する。

例会等（合計１９回）

管内中小・小規
模事業者等を
中心とする青年
部員・女性会会

員

指標
実施事業合計数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き企
業の雇用確保など
を目的に、雇用促
進事業を行う。

目標
数値

10
実績
数値

105
目標
数値

指標

円滑な雇用促進を目的に、
企業合同説明会と理工系大
学教授との情報交換会を開
催した。さらに、県外採用活
動として高知県高等学校の
進路指導主事との情報交換
会を開催し企業の雇用確保
に貢献することができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

雇用促進事業

優秀な人材の確保を目的に、
進路指導主事等との情報交換
会等を開催し、企業の繁栄、地
域経済の発展に寄与する活動
を展開する。

・高知県の高等学校進路指導
主事との情報交換会（１４社）・
理工系大学との情報交換会（２
１社）
・合同企業説明会（２８社）
・優良従業員表彰（４２社）
（参加企業合計数：延１０５社）

管内中小・小規
模事業者等

指標
参加企業合計数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 刈谷商工会議所

得られた効果 備考

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 94.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

100.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き中
小企業の景況把握
等を目的に、調査・
広報事業を行う。

目標
数値

12
実績
数値

12
目標
数値

指標

ＬＯＢＯ調査は、地域の中
小企業等が感じる景況を把
握し、会議所事業に役立
ち、刈谷あきない倶楽部で
は、参加店の営業活動の
一助となることができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業 ・ＬＯＢＯ調査は景気対策等に
関する商工会議所としての意
見活動などに資する。
・刈谷あきない倶楽部は、企業
の独自の製品・サービスの紹介
により営業活動の一助となる。

・ＬＯＢＯ調査（調査回数：１２
回）
・ホームページ｢刈谷あきない
倶楽部」、会報、ホームページ
等作成

管内中小・小規
模事業者等

指標
調査回数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も引き続き企業
が求める人材の知識
習得やスキルの向上
を目的に、検定等支
援事業を行う。
新たにビジネスマネ
ジャー検定を追加す
る。

目標
数値

17
実績
数値

16
目標
数値

指標

各種検定試験を開催するこ
とにより、企業が求める人
材の知識習得やスキルの
向上に資することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

人材育成事業
（検定等支援事業）

商工会議所法に基づいて全国
統一の基準により実施する検
定試験は、実務に直結する知
識やスキルを重視しており、企
業が必要とする人材育成に寄
与する。

・珠算３回、簿記３回、販売士２
回、福祉住環境２回、カラーコ
２回、ビジネス実務法務２回、ｅ
ｃｏ２回）（開催回数合計１６回） 検定受験申込

者

指標
開催回数合計

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


